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Q 質問 

 現在、私（山田一郎）は、59 歳で自営業を営んでいます。近所の人から、60 歳から年金は支給

されると聞いています。自分の場合も、60 歳から支給されますか。支給されるのであれば、どの

くらいもらえますか。 

A  山田一郎さんは、自分の年金手帳を持って近所の年金事務所に行ったようです。そこで、別紙

のような制度共通年金見込額回答票という用紙をもらってきました。今回はその表の意味から山田

さんのような人の年金の受給の仕方について考えてみます。 

 まず、山田さんの年金の加入履歴を見ますと、 

厚生年金期間が 59 月で厚船 2 号が 7 月と記入されています。これは、20 歳前の厚生年金期間が

52 月（＝59 月-7 月）あり、20 歳以後に 7カ月厚生年金に加入したことを意味します。 

また、1号納付が 430 月とあります。これは、国民年金の第 1号被保険者として、430 月（35 年と

10 月）保険料を納めていたということを示しています。 

そして、付加納付が 78 月とあります。これは国民年金の第 1 号被保険者の時に、国民年金の保険

料に付加保険料を 78 月分加算して支払ったことを意味しています。以上のことから、年金受給資

格期間は（59 月の厚生年金）＋（430 月の国民年金）＝489 月＞300 月（最低 25 年間）ですので、

当然年金を受給する資格はあります。 次に受給の仕方は、男性の場合は、生年月日が昭和 28 年

4 月 2 日から昭和 30 年 4 月 1 日までの人は、厚生年金は、61 歳から支給されます。つまり、山田

さんの場合は、2 年後からです。また、国民年金と付加年金は、65 歳（平成 30 年 9 月）から支給

されます。これを、図に書きますと、以下のようになります。 
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私は、昭和 28年（1953 年） 8 月生まれの男性です。 

来年の平成 25 年に 60 歳になります。60 歳から、年金をもらいたい

と思います。 いくらもらえますか！ 

 

報 酬 比 例 部 分 

62,158円 

経 過 的 加 算 

   85,500円 

  老 齢 基 礎 年 金 

     718,228円 

老 齢 厚 生 年 金 

62,158円 

付  加  年  金 

15,600円 
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 山田さんの年金の支給の仕方を言葉で言いますと、 

61 歳では、1年間に報酬比例部分の 62,158 円支給されます。 

62 歳でも、63 歳でも、64 歳でも 1年間に報酬比例部分の 62,158 円支給されます。 

ただ、山田さんは、61 歳から 62,158 円支給されますが、1年後、2年後、3 年後というように後か

らもらっても、余分にはもらえない、ということを皆さんは、頭に入れておいてください。 

65 歳では、1年間に 

（老齢厚生年金 62,158 円）＋（経過的加算 85,500 円）＋（老齢基礎年金 718,228 円）＋ 

（付加年金 15,600 円） 

 ＝881,486 円＝（月額 73,457 円支給）が支給されます。 

この 881,486 円が一生支給されることになります。 

 ここで、山田さんが、61 歳から支給される厚生年金の報酬比例部分の 62,158 円を 60 歳から繰

り上げてもらいたい場合があります。これは可能です。その場合は、65 歳から支給される老齢基

礎年金の全額と65歳から支給される経過的加算の全額と付加年金の全額の3つとも60歳からもら

うことになります。では、実際に計算をします。 

 ① 厚生年金の報酬比例部分＝          
 

    
   月 ＝          

  

    
  

                                  ------------------------① 

 ② 経過的加算           
 

   
               ＝        -------------② 

    ①＋②＝118,279＝118,300-----------------------ア 

 厚生年金からは 11,8300 円支給されます。 

 ③ 老齢基礎年金＝           ＝       ＝       -------③ 

 ④ 付加年金＝          ＝      ＝      -------------- ④ 

    ③＋④＝513,700---------------------------------イ 

  国民年金から 513,700 円支給されます。 

以上から、厚生年金 118,300 円（ア）と国民年金 513,700 円（イ）を最終合算すると、632,000 円

が 60 歳から毎年もらえます。そして、その額は 65 歳になっても同じです。 

つまり一生 632,000 円がもらえます。 これを、図で示しますと以下のようになります。 

  

     

 

 

 

    

60 歳            65 歳 

 

  ここで、60 歳から繰り上げて年金をもらう場合に、年金額が減額される以外にも注意すべき

ことがあります。それは、60 歳から 65 歳の間で障害を負っても障害基礎年金はもらえないという

ことです。ちなみに、障害基礎年金の 2級の場合は、788,900 円が支給されます。 

 以上の数値から、60 歳からの生活を考えてみたらいかがでしょうか。 

 

厚生年金   58,429円      厚生年金   58,429円 

 経過的換算  59,850円      経過的換算  59,850円 

 
老齢基礎年金 502,800円      老齢基礎年金 502,800円 

付加年金   10,900円      付加年金   10,900円 

 


